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（仮称） 上高田五丁目公園　整備事業について

　計画地の経緯
　中野区では、 国家公務員宿舎跡地活用を進めており、 かつ

て国家公務員上高田宿舎１号棟があった、 計画地は新しく公園

を整備する方針となっております。

　位置と面積
位置 ：中野区上高田五丁目5番１号

面積 ：約 0.27ha

　計画地および周辺の特性

　公園整備の基本的な考え方

①地域住民等による公園利活用の促進

●身近な公園緑地として利用されるよう、 地域住民や公園利用者が快適に交流し、 憩うことができる

　場として整備を行います。

●地域特性や利用状況に適合した施設整備を行い、 公園利活用の促進を図ります。

●周辺の自然環境に配慮した整備を行い、 水とみどりのネットワークの形成を計ります。

●地域全体の緑の質や景観性の向上に寄与します。

●本計画地は東京都指定の広域避難場所 「哲学堂公園一帯」 に含まれることから、 周辺と連携し、 一　

体的な災害対策が可能となるよう、 防災機能が確保される整備を行います。

②良好な都市環境の形成

③防災機能の確保

　今後の予定
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令和5年9月～　都市計画 （原案） 説明会　済

　　　　　　　　オープンハウスの開催　済

令和6年2月～　都市計画 （案） の説明会

　　　　　　　　都市計画の案の縦覧

令和6年度～　　中野区都市計画審議会への諮問

　　　　　　　　都市計画の決定、 事業認可

令和7年度～　　整備工事



（仮称） 上高田五丁目公園　ゾーニング （案）

多目的広場 ・交流ゾーン

緩衝 ・修景ゾーン

緑陰 ・休憩ゾーン

子どもの遊び場ゾーン

　避難・防災機能、 にぎわい・交流機能、 レクリエーショ

ン機能確保のため、 まとまった面積を持つ広場として計

画地中央部に設定する。

　東側は障害物除去路線機能の確保を目的とし、 車両に

よる搬出入が可能となるよう南東部及び北東部に出入

口を設置する。

西側については、 避難経路からのアクセス性の向上を目

的として北西部及び南西部に出入口を設置する。

　一般住宅が隣接する北側及び西側については、 住民

の生活環境に配慮し緩衝帯を設ける。 緩衝帯には視線

の遮蔽機能や防災機能として中高木を植栽する。 また、

四季の変化を楽しむことが出来る修景植栽を行う。

南側についても同様に緩衝帯を設置し、 中低木等によ

る修景植栽を行う。

東側については、 主に歩道部と接している点や景観の

開放性を考慮し、 低木等による修景植栽を行う。

　計画地は平坦で開けた地形となっており、 南側の公務

員宿舎から約 13mの離隔も取れていることから日照が

多い。 快適な公園利用のため、 緑陰の形成を目的とし

て高木を植栽する。 高木は周辺の緑と連続性を持たせる

樹種とし、 景観性の向上を図る。

高木の近傍には休憩施設を設置し、 落ち着いて憩うこと

が出来る空間を創出する。

　緑陰 ・休憩ゾーンに隣接して、 子どもが遊ぶ施設を

設置するエリアを設定する。 保護者や地域住民が近く

にいることで安全性の向上を図るとともに、 公園利用

者の交流を促進する。

　遊具については、 「中野区公園再整備計画」 におけ

る幼児遊具の拡充やユニバーサルデザインに対応した

施設への更新等の方針を考慮し、 誰もが遊べる遊

具を導入する。

■防災機能の確保

①オープンスペースの設置

一時避難機能

延焼防止機能

がれき処理 ・救護 ・復旧等の活動拠点機能

②防災活用公園施設の整備

帰宅支援場所機能

身近な防災活動拠点機能

環境保全機能

防災機能

生活環境保全機能

景観機能

自然とのふれあい機能

学習機能

レクリエーション機能

にぎわい機能

休憩機能

遊び機能

自然とのふれあい機能

交流機能

■良好な都市環境の形成■地域住民等による公園利活用の促進

①周辺環境を考慮した植栽等

②周辺連続性の充実と魅力の向上

①多様な利活用が可能な場の整備

②地域特性を踏まえた機能 ・役割に基づく整備












